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この報告書は、環境負荷低減のため「古紙配合率20%再生紙」
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TEL:03-5325-9111（代表）

1,000株 以上保有の株主様 1,000円分を進呈
5,000株 以上保有の株主様 2,000円分を進呈

10,000株 以上保有の株主様 3,000円分を進呈

■ 株主優待のご案内 ■

当社オリジナルアニメキャラクターQUO カード

3月末日現在の株主様

1,000株 以上保有の株主様 500円分を進呈
5,000株 以上保有の株主様 1,000円分を進呈

10,000株 以上保有の株主様 1,500円分を進呈

9月末日現在の株主様

東京ムービー
あの名場面を着信ムービー
に！他にもお楽しみコンテン
ツ盛り沢山！

アニ読メ
新旧の名作アニメが携帯コ
ミックで楽しめる！

ルパン三世公式携帯サイト
絵・声・音・映像！ルパンの魅力が携帯に集結！

TVシリーズからスペシャルまで、ルパンワールドをたっぷり堪能！

ブロードバンド映像配信サービス

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

©モンキー・パンチ/TMS・NTV

ルパン三世THEATER http://www.lupin-3rd.net/theater/

スポ根、アクション、美少女、ギャグ･･･見たいアニメがすぐにパソコンで楽しめる！
東京ムービーONLINE http://www.tms-e.com/online/

原作：モンキー・パンチ©TMS

ルパン THE COMIC
アニメコミックと原作コミック
がいつでも読める！

©クーリア／しずくちゃんプロジェクト・テレビ東京

しずくちゃん
カワイイしずくちゃんのコン
テンツがイッパイ！

原作：モンキー・パンチ©TMS

モバイル配信サービス

それいけ！アンパンマン©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV



世界中のあらゆる人々に
夢と感動あふれるエンタテインメントを提供し、
豊かな社会の実現と文化の創造に貢献することを

基本理念としております。
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株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶

び申し上げます。

ここに当社グループの第62期中間期（平成19年4月1日か

ら平成19年9月30日まで）の業績をご報告するにあたり、株

主の皆様の平素からのご支援に対し心より感謝申し上げます。

当中間連結会計期間において、アニメーション事業におきま

しては、前年同期を上回る作品数の制作を進め、海外との共同

製作など作品への投資に積極的に取り組み、さらに国内外ライ

センス販売および配信事業の総合的事業展開により収益基盤

の確立に努めました。アミューズメント事業におきましては、個々

の店舗の収益確保を重要視し、店舗運営強化に努めました。

この結果、連結売上高は73億5千3百万円と前年同期比

11.6%の増収となりましたが、アニメーション事業の販売収

入の減収による大幅な利益率の低下などにより、連結営業利

益は4億3千1百万円と前年同期比38.3%の減益となりまし

た。連結経常利益は4億5千7百万円と前年同期比34.9%の

減益となり、連結中間純利益につきましては3億7千1百万円

と、大幅な税金費用の軽減効果のあった前年同期に比べ

37.6%の減益となりました。

アニメーション事業においては、企画力と制作力の維持・強

化、優良コンテンツの国内外ライセンスビジネス、ネットワー

ク配信ビジネスの更なる拡大で、売上高112億7千万円を見

込んでおります。

アミューズメント事業においては、従来型のアミューズメン

ト施設の市場環境が大型化・複合化という変化を見せるなか、

既存店舗の収益確保と運営力の強化を引き続き最重要施策と

して進め、売上高49億6千万円を見込んでおります。

以上により、全体の売上高は162億3千万円、営業利益16

億6千万円、経常利益17億円、当期純利益10億円を見込んで

おります。

株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援ご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成19年12月

代表取締役社長古賀 督徳
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連結財務ハイライト Financial Highlights

売上高 7,353百万円（前年同期比11.6%増）

営業利益 431百万円（前年同期比38.3%減）

経常利益 457百万円（前年同期比34.9%減）

中間純利益 371百万円（前年同期比37.6%減）
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C O N T E N T S

世界中のあらゆる人々に
夢と感動あふれるエンタテインメントを提供し、
豊かな社会の実現と文化の創造に貢献することを

基本理念としております。
当社グループは、アニメーション作品の企画・制作・販売・配給および輸出事業と、

アミューズメント施設の企画・開発・運営事業を通じ、
業界での地位確立に向けて積極的な営業展開を実施してまいります。

ご 挨 拶

◆当中間連結会計期間の業績の概要

◆通期の業績見通し
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営業概況

テレビシリーズでは「風の少女エミリー」や海外共同製作の

「爆丸　バトルブローラーズ」を含め制作作品数が12作品（子

会社制作含む）となり、前年同期に比べて大幅に増加しました。

劇場映画ではシリーズ第11作目の「名探偵コナン　紺碧の棺

（ジョリー・ロジャー）」がゴールデンウイーク中公開の邦画部門

第1位とヒットし、また、夏休み恒例の第19作目の「それいけ！

アンパンマン シャボン玉のプルン」は前期を上回る当シリー

ズ第2位の興行成績、動員数を達成することができました。

CM制作ではJA共済キャンペーン向け「それいけ！アンパンマ

ン」、コンテンツ制作では前期放送した「格闘美神　武龍

REBIRTH」などのパチンコ盤面制作にも取り組みました。

制作収入全体の売上高は24億4千5百万円となり、前年同

期比53.7%の大幅な増収となりました。

なお、昨年10月にスタートした「D.Gray-man」「ぷるる

んっ！しずくちゃん」は共に放送2年目を迎え、今年10月から

は、テレビ神奈川をはじめとするUHF局にて、新番組「まめう

しくん」の放送を開始しております。

当中間連結会計期間の営業成績につきましては、アニメー

ション事業では販売収入が減少したものの制作収入が増収と

なり事業全体の売上高は増加し、アミューズメント事業でも売

上高が増加したことにより、連結売上高は73億5千3百万円

と前年同期比11.6%の増収となりました。

連結営業利益につきましては、アミューズメント事業の増収

に伴う増益があったものの、アニメーション事業の販売収入

の減収による大幅な利益率の低下などにより、4億3千1百万

円と前年同期比38.3%の減益となりました。

アニメーション事業�

4,855百万円�
66.0%

アミューズメント事業�

2,498百万円�
34.0%
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制作収入

◆映像制作

番組販売では「それいけ！アンパンマン」「名探偵コナン」「ル

パン三世」などの人気作品を、地上波放送、衛星放送のアニメ

専門チャンネルなど各メディアに向けて、引き続き積極的に

販売しております。

ビデオ販売では、DVD販売市場全体が落ち込む厳しい環境

にあり、当社作品の収入にも大きく影響しました。

販売収入

当社グループが保有するキャラクターの商品化権の販売収

入は、今後の成長に向けてますます重要な位置づけとなって

おり、積極的な取組みがなされております。今年4月に放送開

始した「爆丸 バトルブローラーズ」は、セガサミーグループと

連動した企画であり、カナダ、韓国、台湾、インドネシアといっ

た海外でも放送が開始されました。その他の地域でも放送が

予定され、ライセンス収入の増大が期待されております。

ブロードバンド配信については、大手ポータルサイトにおけ

る「ルパン三世THEATER」および「東京ムービーONLINE」

の動画配信サービスの提供を拡大させており、着実にユー

ザーを増やしております。

携帯電話向け配信については、「ルパン三世MOBILE

NETWORK」のリニューアルや、「しずくちゃん」のサイトを

オープンするなど、更なるユーザー獲得に向けて順調にサー

ビスを拡大させております。

「爆丸　バトルブローラーズ」や、日本で高視聴率作品の「名

探偵コナン」「ぷるるんっ！しずくちゃん」「とっとこハム太郎」

などの作品を、北中南米、欧州、アジア、中東といった市場に

向けて積極的に提供しております。

海外市場の開拓は非常に重要な課題であり、引き続き事業

展開を進めてまいります。

◆放送・ビデオ事業

◆商品化権事業

◆海外事業

◆コンテンツ配信事業

※本社費配賦前の営業利益

Business Operat ions

アニメーション事業

「ぷるるんっ！しずくちゃんあはっ☆」
©クーリア／しずくちゃんプロジェクト
・テレビ東京

「まめうしくん」
©あきやまただし
/まめうしくん製作委員会

「爆丸バトルブローラーズ」
©SEGA TOYS / SPIN MASTER /
BAKUGAN PROJECT・テレビ東京
・電通

「D.Gray-man」
©星野桂/集英社・テレビ東京・電通
・TMS

販売収入全体の売上高は24億1千万円となり、前年同期比

12.4%の減収となりました。



T O P I C S
「それいけ！アンパンマン」
4月に横浜アンパンマンこどもミュージアムがオープン、
夏休みには第19作目の劇場版アニメを公開

1988年の放送開始から20周年目を迎える今年の4月、横浜市みなとみら

いに「横浜アンパンマンこどもミュージアム」がオープンしました。オープ

ン1ヶ月で来場者が45万人を超え、想像を上回る大盛況ぶりです。夏休み

に公開された、劇場版アニメ第19作目となる「それいけ！アンパンマン

シャボン玉のプルン」も

大好評で、当シリーズ

第2位の興行成績、動

員数を達成しました。

「ルパン三世」
原作の連載開始から40周年
ＴＶスペシャル、ＯＶＡ、
ネットワーク配信などを展開

「それいけ！アンパンマン
シャボン玉のプルン」
©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
©やなせたかし／アンパンマン製作委員会2007©やなせ・F・N

「ルパン三世」は連載開始から今年で40周年

を迎えました。40周年記念作品となるテレビ

スペシャル「ルパン三世　霧のエリューシヴ」

を7月に放送し、現在は新作ＯＶＡ（オリジナル

ビデオアニメ）の製作が進行中です。その他、

インターネットを通じたＴＶシリーズの配信や

携帯電話向けのデジタルコンテンツ配信も積

極的に展開しています。

営業概況 Business Operat ions

アミューズメント事業
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ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

「ルパン三世霧のエリューシヴ」

原作：モンキー・パンチ ©ＴＭＳ
©モンキー・パンチ／ＴＭＳ・ＮＴＶ

「ルパン三世 GREEN vs RED」
原作：モンキー・パンチ
©モンキー・パンチ／ＴＭＳ・ＮＴＶ・VAP

「ルパン三世」モバイルネットワーク

期に比べ1.7%の減少となりましたが、前年下期の新規出店

効果により、アミューズメント事業全体の売上高は24億9千

8百万円となり、前年同期に比べ11.2%の増収となりました。

また、営業利益につきましては、前期に実施した不採算店舗

閉鎖の効果および当期に実施した3店舗のリニューアル効果

の他、前期に比べ新規出店コストが大幅に減少したことによ

り、3億1千9百万円と前年同期比105.5%の大幅な増益と

なりました。

アミューズメント施設　AGスクエア庄内店

アミューズメント事業につきましては、施設運営市場全体の

傾向としまして、ゲーム機の大型化・高額化や施設の複合化・

大型化が進み、ゲーム機の設置台数や市場規模は増加してい

るものの施設運営に掛かるコスト増により中小企業の施設が

淘汰され、店舗数は減少傾向にあります。

こうした市場環境の下、従来の出店数拡大による業績向上

を目指す戦略から、個々の店舗の採算性を重視する戦略に転

換し、新規出店については高い収益性を見込める店舗に絞り、

既存の店舗については投資効果の見込める店舗に対し積極的

にリニューアルを実施しました。当中間連結会計期間におい

ての新規出店はなく、本年9月に賃貸借契約期間満了による1

店舗（AGスクエア栄店）の閉鎖を実施した結果、中間期末の

店舗数は25店舗となりました。

施設運営収入につきましては、既存店舗の売上高は前年同

29

■売上高� ●営業利益�

0

1,500

3,000
2,7812,781

2,247
2,498

155

319
357

第61期中間期� 第62期中間期�第60期中間期�
0

500

1,000

アミューズメント事業売上高・営業利益※1の推移※2（百万円）

22

2929

7

20

24

4

22

25

3

2,781

第61期中間期� 第62期中間期�第60期中間期�
0

10

20

30

店舗数の推移※2 ■郊外型　■都市型

※1本社費配賦前の営業利益
※2第60期の業績および店舗数には、旧連結子会社が含まれております。



売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税引前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

中間純利益
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当中間連結会計期間
平成19年4月 1日から
平成19年9月30日まで

科目 前中間連結会計期間
平成18年4月 1日から
平成18年9月30日まで

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

中間純利益

中間連結損益計算書（要旨）

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（単位：百万円）

7,353

5,882

1,471

1,039

431

53

27

457

155

67

545

290

△117

371

当中間連結会計期間
平成19年4月 1日から
平成19年9月30日まで

科目 前中間連結会計期間
平成18年4月 1日から
平成18年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額（△は減少）

現金及び現金同等物の期首残高

新規連結に伴う現金及び同等物増加高

現金及び現金同等物の中間期末残高

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

（単位：百万円）

6,589 

4,900 

1,688 

988 

699 

19 

16 

702 

56 

264 

494 

209

△310

595 

当中間連結会計期間末
平成19年9月30日現在

科目 前中間連結会計期間末
平成18年9月30日現在

中間連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

財務諸表 Financia l  Statements

37

△1,831

△369

△1

△2,165

7,250

─

5,084

1,324

△629

△333

1

363

5,035

70

5,468

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

中間連結株主資本等変動計算書 当中間連結会計期間（平成19年4月1日から平成19年9月30日まで）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券評価差額金 為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

平成19年3月31日残高
中間連結会計期間中の変動額
連結子会社増加に伴う剰余金の増加額
剰余金の配当
中間純利益
自己株式の取得
株主資本以外の項目の中間連結会計期間中の変動額（純額）
中間連結会計期間中の変動額合計
平成19年9月30日残高

8,816 1,806 5,152 △889 14,886 14 △140 △125 25 14,786

35 35 35
△319 △319 △319

371 371 371
△1 △1 △1

29 1 31 18 50
─ ─ 88 △1 86 29 1 31 18 136

8,816 1,806 5,241 △890 14,973 44 △138 △93 43 14,923

（単位：百万円）

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

個別財務諸表

当中間会計期間末
平成19年9月30日現在

科目 前中間会計期間末
平成18年9月30日現在

中間個別貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

当中間会計期間
平成19年4月 1日から
平成19年9月30日まで

科目 前中間会計期間
平成18年4月 1日から
平成18年9月30日まで

中間個別損益計算書（要旨） （単位：百万円）

連結財務諸表

資 産 の 部

流動資産

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

土地

その他

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

負 債 の 部

流動負債

固定負債

負債合計

純 資 産 の 部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

評価・換算差額等

新株予約権

純資産合計

負債純資産合計

注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

資 産 の 部
流動資産
固定資産
資産合計

負 債 の 部
流動負債
固定負債
負債合計

純 資 産 の 部
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
評価・換算差額等
新株予約権
純資産合計
負債純資産合計

11,099
6,727

17,827

2,653
383

3,036

14,701
8,816
1,806
4,969
△890

44
43

14,790
17,827

11,381
6,145

17,526

2,956
362

3,318

14,201
8,816
1,806
4,466
△888

0
6

14,208
17,526

7,241

5,827

1,414

1,011

402

69

26

446

155

67

534

284

△112

361

6,373

4,745

1,627

965

661

36

10

688

56

264

480

200

△312

592

11,562

6,501

2,966

1,712

797

455

186

3,348

18,064

2,653

486

3,140

14,973

8,816

1,806

5,241

△890

△93

43

14,923

18,064

11,666

5,695

2,863

1,273

907

681

165

2,666

17,361

2,909

471

3,380

14,096

8,816

1,806

4,362

△888

△122

6

13,981

17,361
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会社概要 取締役および監査役

昭和21年10月

88億1,686万円
（名古屋証券取引所市場第二部上場）

302名（連結）

アニメーション事業
アニメーション作品の企画・制作・販売・
配給および輸出

アミューズメント事業
アミューズメント施設の企画・開発・運営

本社（管理本部、東京ムービー事業本部、
アミューズメント施設事業本部）
〒160-0023
東京都新宿区西新宿三丁目2番4号
TEL :03-5325-9111
FAX:03-5325-1511 

東京ムービー事業本部制作スタジオ
〒164-0002
東京都中野区上高田五丁目39番1号
TEL :03-3319-1131
FAX:03-3319-1140 

株式会社テレコム・アニメーションフィルム
株式会社トムス・フォト
株式会社トムス・ミュージック
TMS ENTERTAINMENT USA, INC.
TMS MUSIC（UK）LTD.
TMS MUSIC（HK）LTD.

商 号

設 立

資 本 金

従 業 員 数

事 業 内 容

事 業 所

主な子会社

会社概要（平成19年9月30日現在）

10 ■

株式の状況 株式分布状況

大株主の状況

発行可能株式総数

発行済株式の総数

株主数

121,000,000株

44,153,101株

4,074名

株 主 メ モ

上場取引所

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

公 告 方 法

名古屋証券取引所市場第二部

4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会の議決権 3月31日
期末配当金 3月31日
電子公告にて当社のホームページ
（http://www.tms-e.co.jp/）に掲載いたします。ただし、
やむを得ない事由によって電子公告による公告をするこ
とができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人

同事務取扱場所

同 連 絡 先

同 取 次 所

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話：0120-232-711（通話料無料）
URL http：//www.tr.mufg.jp/daikou/

三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

株式数�

株主数�

地域別株主数�

■金融機関 1,362千株 3.09%�
■証券会社 178千株 0.40%�
■その他の法人  26,297千株 59.56%�
■外国法人  1,412千株 3.20%�
■個人その他  13,292千株 30.11%�
■自己名義株式  1,609千株 3.64%�
�

■金融機関 7名 0.17%�
■証券会社 18名 0.44%�
■その他の法人 63名 1.55%�
■外国法人  11名 0.27%�
■個人その他  3,974名 97.55%�
■自己名義株式  1名 0.02%

■北海道 41名 1.01%�
■東北地方 51名 1.25%�
■関東地方 1,290名 31.67%�
■中部地方 1,456名 35.74%�
■近畿地方 822名 20.18%�
■中国地方 166名 4.07%�
■四国地方 100名 2.45%�
■九州地方 137名 3.36%�
■外国 11名 0.27%

セガサミーホールディングス（株）

日本テレビ放送網（株）

ノーザントラストカンパニーエイブイエフシー
サブアカウントアメリカンクライアント

シービーエヌワイチャールズシュワッブ
エフビーオーカスタマー

中部証券金融（株）

資産管理サービス信託銀行（株）（年金特金口）

野村信託銀行（株）（投信口）

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口）

23,549
2,000

696

497

363
313
255
247

55.35
4.70

1.64

1.17

0.85
0.74
0.60
0.58

※当社は、自己株式1,609,143株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いてお
ります。また出資比率は、自己株式を控除して計算しております。

株　　主　　名 持株数（千株） 出資比率（％）

株式状況（平成19年9月30日現在）

里見　治

古賀　督徳

松元　理人

山田　克博

吉田　諭司

鶴谷　誠

岡村　秀樹

西田　浩

升森　長

平川　壽男

田中　克郎

上瀧　雄一郎

取締役会長

取締役社長（代表取締役）

常務取締役（代表取締役）

常務取締役

取　締　役

取　締　役

取　締　役

取　締　役

常勤監査役

監　査　役

監　査　役

監　査　役

Corporate Profi le Stock Information


